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Living Information Living Information

く
ら
し

　
　

百
科

問は問い合わせ先です

問公立刈田綜合病院　問公立刈田綜合病院　0025-214525-2145

̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶

　６月１日付けで、公立刈
田綜合病院産婦人科に赴任
しました圓谷隆です。易し
い漢字では「円谷」で、読
み方も「ツブラヤ」と「ツ
ムラヤ」両方ありますが、
私は「ツムラヤ」です。
　産婦人科は、「女性を診
る」ということでひとくく
りにされていますが、産科

と婦人科とでは全く別の診療科と考えて良いと思いま
す。産科はご存じのように妊婦さんを扱う科です。妊娠
および出産は、哺

ほ

乳
にゅう

類にとっては危険と隣り合わせの事
象で、そのことにより生命を奪われることもまれではあ

りません。ただし、唯一人類だけが自らの英知で、その
危険を限りなくゼロに近づけている種なのです。しかも、
日本は母体死亡率、新生児死亡率ともに先進国の中でも
トップクラスの成績を残しています。私は長年、胎児の
超音波診断を行い、早期に治療が必要な胎児疾患の検出
や分
ぶん

娩
べん

施設を選ばざるを得ない心疾患、胸腹部疾患の検
出に携わってきました。 
　婦人科疾患では、抗がん剤を用いたがんの化学療法、
良性・悪性婦人科腫

しゅよう

瘍の手術療法、マンモグラフィーと
超音波を用いた乳房疾患、不妊専門病院手前の不妊治療
などに携わり、前病院では終末期の患者さんの緩和ケア
チームに所属し治療を行ってきました。
　刈田綜合病院におきましても、患者さんと一緒になっ
て病気を治療してまいりたいと思います。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
は
、

学
生
本
人
が
一
定
所
得
以
下
の
場
合

に
申
請
し
認
め
ら
れ
る
と
、
本
人
が

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
支

払
う
こ
と
を
期
待
し
て
、
学
生
期
間

中
は
保
険
料
の
支
払
い
を
要
し
な
い

と
い
う
も
の
で
す
。
申
請
は
、
年
度

ご
と
に
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
認
め
ら
れ
た
月

数
は
、
年
金
を
受
給
す
る
と
き
に
必

要
な
月
数
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
年
金
受
給
額
を
増

や
し
た
い
方
は
、
10
年
間
の
範
囲
内

で
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
万
が
一
、
病
気
や
け
が
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

20
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
や
市
民
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
物　

①
学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書
、②
年
金
手
帳
、

③
印
鑑

●
手
続
き
先　

住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
町
村
の
国
民
年
金
の
窓
口

問
大
河
原
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
２
４
―
５
１
―
３
１
１
３

　

市
民
課　

☎
２
２
―
１
３
１
２

　

子
ど
も
手
当
の
申
請
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

■「
現
況
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
と
な

る
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
、
６
月
中
旬

に
現
況
届
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
提

出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。
提
出
が
な
い
場

合
、
６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
子
ど
も
家
庭
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
課　

☎
２
２
│
１
３
６
３

　

昭
和
館
は
、
平
成
11
年
の
開
館
以

来
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
館
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
「
常
設
展
示
室
」
で
は
、
昭
和
10

年
ご
ろ
か
ら
昭
和
30
年
ご
ろ
ま
で
の

実
物
資
料
や
写
真
、
映
像
な
ど
の
展

示
を
通
じ
て
、
戦
中
・
戦
後
の
国
民

生
活
の
労
苦
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

春
と
夏
に
は
「
特
別
企
画
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

問
昭
和
館
（
東
京
都
千
代
田
区
九
段

南
１
│
６
│
１
）

　

☎
０
３
│
３
２
２
２
│
２
５
７
７

ご
存
じ
で
す
か
？

戦
中
・
戦
後
の
暮
ら
し
を
伝
え
る「
昭
和
館
」

　

借
金
で
悩
ん
で
い
る
方
を
対
象

に
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

弁
護
士
な
ど
が
親
身
に
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
１
日（
水
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
（
事
前
予
約
制
）

●
場
所　

宮
城
県
大
河
原
合
同
庁
舎

●
予
約
受
付
期
間

８
月
23
日（
月
）〜
27
日（
金
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
平
日
の
み
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

問
宮
城
県
多
重
債
務
問
題
対
策
会
議

　

☎
０
２
２
│
２
１
１
│
２
５
２
４

宮
城
県
多
重
債
務
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

短
時
間
就
労
者
と
派
遣
労
働
者
の

雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
条
件
に
該
当
す
る
方
を
雇

っ
た
場
合
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石

　

☎
２
５
│
３
１
０
７

４
月
１
日
よ
り
、
雇
用
保
険
の

適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
宮
城
支
店
で
は
、

８
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を

各
ご
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま

す
。
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
新

し
い
電
話
帳
と
お
取
り
換
え
し
ま
す

の
で
、配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
在
な
ど
で
配
達
員
に
古
い
電

話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、
後

日
あ
ら
た
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
、「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
届
け
す
る

電
話
帳
や
配
達
冊
数
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

!
０
１
２
０―

５
０
６―

３
０
９

公立刈田綜合病院紹介
着任のあいさつ

産婦人科　圓
つむらや

谷　隆
たかし

看護師募集中！   詳しくは、当院総務課人事係まで

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
満
70
歳
以

上
の
方
に
「
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
無
料
乗

車
証
・
乗
車
券
」
を
交
付
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
年
４
月
に
改
定
し
ま
し

た
市
民
バ
ス
料
金
と
の
整
合
性
を
図

る
た
め
、
10
月
か
ら
左
記
の
通
り
見

直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
乗
車
証
の
有
効
期
限
は

９
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

乗
車
証
の
申
請
時
期
に
つ
い
て
は
、

９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
見
直
し
事
項

　

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
白
石
遠
刈
田
線

　
（
福
岡
方
面
）

　

無
料
↓
降
車
時
に
乗
車
券
と　
　

　
　
　
　

１
０
０
円
を
支
払
い

※
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
16
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
交
付
枚
数
は
１

カ
月
当
た
り
４
枚
で
、
こ
れ
ま
で

と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
七
ヶ
宿
線
（
小
原

方
面
）
は
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
市

民
バ
ス
「
き
ゃ
っ
す
る
く
ん
」
を

運
行
す
る
予
定
で
す
（
市
民
バ
ス

を
利
用
す
る
際
は
、「
ほ
っ
と
き

ゃ
っ
す
る
パ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
）。

問
長
寿
課（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
２
―
１
３
６
１

局
の
定
額
小
為
替
）

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
お
つ
り
が
あ
る
場
合
は
、

普
通
郵
便
で
送
る
こ
と
が
で
き
る

定
額
小
為
替
で
返
金
し
ま
す
。

④
返
信
用
封
筒
と
切
手

■
平
日
は
地
区
郵
便
局
で
住
民
票
な

ど
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
取
り
扱
い
郵
便
局

　

越
河
・
越
河
駅
前
・
斎
川
・
大
鷹

沢
・
北
白
川
・
小
原
の
６
郵
便
局

※
基
本
的
に
は
、
郵
便
局
窓
口
に
来

ら
れ
た
本
人
に
か
か
る
証
明
書
に

限
り
ま
す
。
身
分
証
明
書
（
免
許

証
や
保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
取
扱
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　

☎
２
２
│
１
３
１
２

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http:/w
w
w
.city.shiroishi.

m
iyagi.jp/section/shim

in/

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の「
学
生
納
付
特
例
」

「
子
ど
も
手
当
」の
申
請

受
け
付
け
中
で
す

10
月
か
ら
高
齢
者
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス

無
料
乗
車
証
交
付
事
業
が
変
わ
り
ま
す

　

本
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
「
白
石

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
の
見
直

し
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、新
し
い
計
画
（
素
案
）

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
内
容
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参

考
と
し
て
、
新
し
い
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
公
表
の
方
法
・
受
付
期
間

　

新
し
い
計
画
（
素
案
）
を
左
記
の

期
間
、
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
受
付
期
間

　

８
月
20
日（
金
）〜
31
日（
火
）

　

９
時
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

■
農
用
地
区
域
編
入
・
除
外
の
特
別

受
け
付
け
を
行
い
ま
す

　

新
し
い
計
画
（
素
案
）
の
作
成
に

合
わ
せ
、
農
用
地
区
域
の
編
入
・
除

外
の
希
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
受
付
期
間
は
、
公
表
の
受
付
期
間

と
同
じ
で
す
。

※
平
成
22
年
度
は
、
例
年
行
っ
て
い

る
11
月
30
日
締
め
切
り
の
受
け
付

け
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
農
林
課（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
２
│
１
２
５
３

白
石
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画（
素
案
）

に
つ
い
て
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
が
必
要
な
と

き
に
、
仕
事
な
ど
で
日
中
、
市
役
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

「
住
民
ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
請
求
書
や
証
明
手
数
料
な
ど
必

要
な
も
の
を
そ
ろ
え
て
住
民
ポ
ス
ト

に
入
れ
る
と
、
後
日
、
郵
送
で
証
明

書
が
届
き
ま
す
。

●
住
民
ポ
ス
ト
の
場
所

　

市
役
所
東
側
入
り
口

●
住
民
ポ
ス
ト
で
取
れ
る
証
明
書

・
戸
籍
謄
抄
本（
直
系
の
方
の
も
の
）

・
住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
上
、
一

　

緒
の
世
帯
の
方
の
も
の
）

●
住
民
ポ
ス
ト
利
用
時
間

　

窓
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き

●
請
求
に
必
要
な
も
の

①
請
求
書
（
住
民
ポ
ス
ト
に
準
備
し

て
い
ま
す
。
市
民
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
）

②
請
求
さ
れ
る
方
の
身
分
証
明
書

（
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）の
写
し

※
身
分
証
明
書
の
住
所
に
返
送
し
ま

す
。

③
証
明
手
数
料
（
現
金
ま
た
は
郵
便

日
中
、
時
間
が
取
れ
な
い
方
へ

市
役
所
東
側
「
住
民
ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛

称
：
法
テ
ラ
ス
）
は
、
総
合
法
律
支

援
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
公
的

な
法
人
で
す
。

●
情
報
提
供
業
務　

法
的
ト
ラ
ブ
ル

を
抱
え
な
が
ら
も
、
相
談
先
が
分
か

ら
な
い
方
に
、
解
決
の
た
め
の
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

問
法
テ
ラ
ス
宮
城
（
面
談
も
可
）

　

☎
０
５
０
３
３
８
３
│
５
５
３
７

●
民
事
法
律
扶
助
業
務　

資
力
の
乏

し
い
方
を
対
象
に
、
無
料
で
法
律
相

談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
無
料
法
律
相
談
の
予
約
は

　

法
テ
ラ
ス
宮
城
（
完
全
予
約
制
）

　

☎
０
５
０
３
３
８
３
│
５
５
３
８

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ

「
法
テ
ラ
ス
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話
帳
を

配
達
・
回
収
し
ま
す

（
旧
）・
６
カ
月
以
上
の
雇
用
見
込
み

　
　

・
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

（
新
）・
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み

　
　

・
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

⇦


